
１ 策定の目的と基本的な考え方 ３ デジタル改革の視点とサービス設計

【方針の位置づけ】

札幌市では、「札幌市ICT活用戦略」を令和2年（2020年）３月に改定し、これに基づきICT施策を展開

しているが、「札幌DX推進方針」は、デジタル改革という新たな視点で「札幌市ICT活用戦略」を補強す

るとともに、今後改定される総合計画や個別計画等に反映していくものとして策定する。

また、デジタル改革の推進にあたっては、デジタル技術の急速な進展や社会経済情勢の大幅な変化に対

応する必要があるため、方針の内容を適宜検証し、必要に応じて速やかに改定していく。

【デジタル改革の視点】

札幌市におけるデジタル改革の取組は、ICT等の活用により、既存の業務効率化やサービスの価値向上

を図るにとどまらず、ICT・データを駆使することにより、人の手だけでは実現できなかった飛躍的な業

務の変革や新たなプッシュ型のサービス等の実現を目指すものとする。

また、デジタル改革の推進にあたっては、「サービス設計12箇条」を踏まえつつ、以下の４つのポイン

トに重点を置く。

① 市民起点の行政サービスの提供

市民ニーズの詳細や変化を捉え、個々に最適化された行政サービスが実現するなど、市民起点の行政

サービスを提供する。

② 飛躍的な業務の変革

従前のIT化（効率化＝手からデジタルへの置き換え）ではなく、人手作業から解放されるなど、飛躍的

に業務を変革する。

③ スマートシティの実現／ ④ 地域産業のデジタル化

組織や地域の垣根を越えて、まちづくり・新サービスの創出を促進するとともに、市民を始め、すべて

のサービス利用者の利便性を図るなど、スマートシティの実現や地域産業のデジタル化を推進する。

【 サービス設計12箇条】

第１条：利用者ニーズから出発する 第２条：事実を詳細に把握する 第３条：エンドトゥエンドで考える
第４条：すべての関係者に気を配る 第５条：サービスはシンプルにする
第６条：デジタル技術を活用し、サービスの価値を高める 第７条：利用者の日常体験に溶け込む
第８条：自分で作りすぎない 第９条：オープンサービスを作る 第10条：何度も繰り返す
第11条：一遍にやらず、一貫してやる 第12条：システムではなくサービスを作る
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【策定目的】

コロナ禍において、行政分野のデジタル化・オンライン化が不十分であったことから、様々な課題が顕在

化した。また、人の接触機会が減少する中、社会経済活動を持続させるためにも、国、地方公共団体、事業

者等が一丸となって社会全体のデジタル化に取り組むことが求められている。

札幌DX（デジタル・トランスフォーメーション）推進方針は、これまでのデジタル化の取組を深化させ、

『人口減少社会において、誰もが安心して利便性を実感し、真に市民生活の質の向上につながる市民目線に

よるデジタル改革』を地域社会全体で計画的に進めることを目的に策定する。

【基本的な考え方】

目的の達成に向けては、デジタル活用による行政サービスの効率化・高度化（行政のデジタル改革）だけ

でなく、スマートシティの取組や地域産業のデジタル化（地域のデジタル改革）を両輪として進めることを

基本的な考え方とする。



４ デジタル改革によって目指す社会

【デジタル社会の形成】

デジタル社会の実現に向け、行政と地域の両面から、ICT・データ活用／連携

による飛躍的な業務の変革や新たなサービスの創出等の様々な取組を計画的に展

開し、『人口減少社会において、誰もが安心して利便性を実感し、真に市民生活

の質の向上につながる市民目線によるデジタル改革』を地域全体で推進する。

５ 札幌DX推進方針の主な取組の工程

市民生活の質の向上

〇 誰もが持続可能で利便性の高い官民のサービスを受けられる街

〇 これまで以上に、快適・安全・安心・幸福を感じられる街

〇 企業競争力を高め、地域課題の解決に向けチャレンジできる街
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６ デジタル改革の推進組織および推進体制

【推進組織】

自治体システムの標準化等を契機として、デジタル改革を進め、

その効果を最大限発揮していくためには、デジタル分野における

専門性と強力な総合調整機能を持った組織が、市民の利便性の実

感につながるよう、システム間連携やこれに伴う業務改革を牽引

していくことが必要である。

そこで、専門知識と推進力を備えた外部人材を「CDO補佐官｣

として積極的に活用する。

また、CDOおよびCISOを補佐し、官民連携により全庁のデジ

タル改革および地域のデジタル改革を牽引する「デジタル戦略推

進局」を設置する。

各局の

アプリ開発

クラウドサービス

ICT投資

など

【推進体制】

急速に進化していくデジタル技術を活用し、市民サービスの向上と組織改革を実現していくためには、デジタル関連施策について、費用対効果や業務効率化の視点のみならず、市民の利便性向上を主眼とした政策的判断

も併せて行う必要がある。また、クラウドサービス等の利用の２重投資の回避や、適切なサービス・プラットフォームの利用に係る判断も必要である。

そこで、デジタル改革に関する政策の協議・決定、およびプロ

ジェクトマネジメントを横断的に行うPMOとして「デジタル・

トランスフォーメーション推進本部会議」を設置する。

また、高度な知識と市民感覚を合わせ持つ外部人材で構成する

「DXアドバイザリーボード」を設置し、取組の検討・提案や外

部人材の副業・兼業による個々のプロジェクト推進の支援を受け

る。

さらに、DXアドバイザリーボードと連携をしながら、デジタ

ル改革を進める「デジタルコンシェルジュ」を置き、各局の相談

窓口を担うとともに、その過程を庁内のデジタル人材を実践的に

育成する場としても活用する。

CDO：最高デジタル責任者 CISO：最高情報セキュリティ責任者
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